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要 旨 

SI（スケルトン・インフィル）住宅に対応する工法として、梁型を無くして柱とスラブからなるフラット

プレート構造がある。フラットプレート構造では梁が無いため自由な空間構成が可能となるが、地震時の挙

動については不明な点が多い。そのため、地震時の特性および設計条件を明らかにするため実施した部分架

構実験の結果に基づき、フラットプレート構造の復元力特性の評価法や終局強度設計における設計手法を提

案した。 
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１．まえがき 

 

近年、建物の長寿命化に伴い超高層住宅において住戸

プランの変更を可能とするため室内に梁型を出さない大

型スラブを用いた計画が増加している。対応する工法と

して、図－１に示すように梁材が無く柱に緊結されたス

ラブを利用する構造形式（以下：フラットプレート構

造）がある。フラットプレート構造では梁が無いため自

由な空間構成が可能となるが、一般的なスラブのみでは、

地震力に対して十分な剛性と耐力が確保できないためコ

ア壁などの他の耐震要素を併用した設計がされているの

が現状である。 

 地震力の負担が可能なフラットプレート構造が使用で

きれば他の耐震要素を出来る限り少なくし、梁型のない

シンプルな架構が実現できる。しかしスラブを偏平な梁

とみなした場合の有効な範囲や復元力特性の評価方法、

および終局耐力式の精度などの終局強度設計で不明な点

が多い。また、梁が無いことにより柱とスラブの接合部

で地震時の脆性的な破壊であるパンチング破壊を生じや

すいが、それを防止する補強方法が不明であるなど問題

点が多いのが現状である。 

そこで、筆者らは前報 1)、2)にてフラットプレート構

造において梁と考える範囲や柱周りの補強筋量や形状を

パラメータとした柱とスラブからなるフラットプレート

構造の部分架構実験を実施し構造性能を検証した。今回、

それらの結果に基づき、ラーメン架構として取り扱える

ようにスラブの内、扁平な梁と考える範囲や剛性や耐力

に寄与する協力幅を定義し復元力特性の評価法を検討し

た。また、パンチング破壊を防止するための補強を施し

た場合における終局耐力の評価を行い、設計手法も含め

たフラットプレート工法（奥村式フラットプレート工法、

以下 本工法）を提案した。本報では、本工法の概要お

よび復元力特性の評価法と終局強度設計手法について報

告する。 

 

２．本工法の概要 
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図－１ フラットプレート構造 
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本工法の代表的な配筋図を図－２に示すが、鉄筋コ

ンクリート造の柱とスラブから構成され、梁型をなくし

柱周りに支板を必要としない構造形式である。 

本工法ではスラブの一部をフラットプレート梁と定

義し、梁としての主筋を配置するとともに、端部にせん

断補強筋を配置する。梁の幅は柱幅(Bc)にスラブ厚さ

(Ds)を加えた範囲を基本とし、梁せいはスラブ厚と同じ

としている。それ以外のスラブについてはスラブ筋を配

置する。また、柱面よりスラブ厚さの範囲には柱周りの

パンチング破壊を防止する目的でパンチング補強筋を配

置する。せん断補強筋やパンチング補強筋は施工性に配

慮し閉鎖型ではなく幅止め筋形状としている。なお、梁

幅は安全率を大きくとることにより柱幅に柱せい(Dc)の

２倍を加えた範囲までとすることができる。また、フ

ラットプレート梁が取り付く外端部にはフラットプレー

ト梁せいの1.5倍以上の梁せいを持つ直交梁を設けるこ

ととしている。 

これまではフラットプレート構造の特性が明確では

無かったため地震力は耐震壁等の他の耐震要素に負担さ

せ鉛直力（長期荷重）のみ負担させる設計が多く行われ

てきた。しかし部分架構実験により地震時の構造性能を

確認しているため、本工法ではフラットプレート構造に

地震力を負担させることができる。なお、部分架構実験

では十字形部分架構 13 体、ト字形部分架構２体、Ｔ字

形部分架構１体の計 16 体を実施している（以下、本実

験）。 

 

３．復元力特性の評価法 

 

3.1 評価法の概要 

フラットプレート構造においても通常の柱梁構造と

同様に復元力特性をトリリニアで評価するためには、梁

型が無いことによる影響を考慮する必要がある。フラッ

トプレート構造では、梁と考える幅は一般的に柱幅より

も大きいので協力幅も含めた全幅で一様な応力状態とは

ならない。また剛性および耐力については柱形状やスラ

ブのシアスパン比などの影響が一般の梁の場合と異なる

ため同様の評価が難しいことが考えられる。そこでフ

ラットプレート構造の復元力特性の評価方法について実

験結果に基づき検証した。 

3.2 初期剛性算定用有効幅(B) 

フラットプレート構造では水平荷重方向のスラブの回

転角は水平荷重直交方向に対し一様ではなく柱より離れ

るほど小さくなる。またフラットプレート梁の幅は柱幅

よりも大きいので協力幅も含めた全幅で一様な応力状態

とはならない。そこで初期剛性算定における有効幅は水

平荷重直交方向のスラブの回転角を一定とした等価梁モ

デルに低減率（有効幅係数）を乗じることにより評価し

式(1)により求めることとした。式(1)は文献 6)による

もので表－１に示す加力直交方向のスパン長(Ly)に対す

る有効幅係数(λ)を各方向スパン長、スパン比、柱形状

を考慮し有限要素法解析による弾性理論解で求めたもの

である。同文献は、ACI318 CHAPTER 13（TWO-WAY SLAB 

SYSTEMS）が水平荷重時の剛性について参照している文

献 7)で用いられている。なお、等価梁モデルにおける

梁せいはスラブ厚とした。 

B＝λ･Ly                          ----------(1) 

B：初期剛性算定用有効幅 

λ：有効幅係数で表－１による 

Ly：加力直交方向のスパン長 

図－３に初期剛性の実験値と計算値の比較を示す。本

実験のうち、表－１より求まる初期剛性算定用有効幅以

上の試験体幅を有する試験体は N-8、9 の２体が該当す

る。そのため N-8、9 の初期剛性算定用有効幅は表－１
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図－２ 本工法の代表的な配筋図 

Dc：柱せい 
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に従い算出し、その他の試験体においては試験体幅すべ

てが有効として算出した。N-8、9 の結果では、表－１

による有効幅係数λ=0.6 とした場合の有効幅で求めた

計算値に対する実験値の比は 0.87、0.95 と今回の実験

結果では1.0に近い値となった。 

3.3 曲げひび割れモーメント(Mcr) 

曲げひび割れモーメント(Mcr)は一般の梁と同様に式

(2) 3)にて求めることとした。なお、Ze 算定においては

初期剛性算定用有効幅と同じとした。図－４に曲げひび

割れ強度の実験値と計算値の比較を示す。N-8、9 の結

果では、計算値に対する実験値の比は 1.04、0.96 で

あった。 

Mcr = 0.56√σBZe+ND/6            ----------(2) 

σB：コンクリートの圧縮強度 

Ze = Ie/(D/2)：鉄筋を考慮した断面係数 

N：軸力 

D：部材せい 

3.4 曲げ強度(My) 

曲げ強度(My)も一般の梁と同様に式(3) 4)にて求める

こととした。なお、曲げ強度算定用有効幅（フラットプ

レート梁曲げ強度算定に考慮するスラブ筋の範囲で剛性

算定用有効幅と異なる）は本実験結果および既往の研究

を基に図－５中に示す 45°の範囲を有効とした。同図

に曲げ強度の実験値と計算値の比較を示す。実験値/計

算値の平均値は1.1と 1.0を上回っていた。 

My＝0.9Σat･σy･d         ----------(3) 

at：引張鉄筋断面積 

σy：主筋降伏強度 

d：有効せい 

3.5 降伏時剛性低下率(αy) 

フラットプレート梁は一般の梁に比べせいが小さい

ため、シアスパン比(a/Ds)が菅野式 8)の適用範囲である

5.0 を上回り、菅野式を直接適用できない。そこで実験

結果を基に式(4)に示すように菅野式による剛性低下率

にせん断スパン比および引張鉄筋比に応じた低減率を乗

じ算出することとした。 

低減率は、フラットプレート梁の降伏時層間変形角の

実験値が文献 5)による計算値（以下 耐震性能評価指

針式）と図－６に示すように概ね一致していたので、耐

震性能評価指針式を理論値とみなし、耐震性能評価指針

式と菅野式との関係から決定した。図－７に SD345-

Fc30、SD490-Fc42 の組み合わせにおける、各シアスパ

ン比での菅野式による降伏変形角計算値（sRy）と耐震

性能評価指針による計算値(tRy)の比（sRy/tRy）を示す。

この比を菅野式の低減率とし、引張鉄筋比が 0.5、1.0、

2.0％の場合において検討した。 

同図より、シアスパン比が5.0以上ではシアスパン比

が大きくなるに従い、また引張鉄筋比が小さくなるに従

い計算値の比(sRy/tRy)が小さくなる傾向を示した。な

お、引張鉄筋比が 1.0％の時、シアスパン比が５以下で

表－１ 初期剛性算定用有効幅係数（λ） 

Lx:加力方向スパン長 

Ly：加力直交方向スパン長

Bc:柱幅 

Dc：柱せい 

ここで Dc/Lx、Bc/Lxが 0.12

以上の時は 0.12 として算

定する 

Dc

B
c

Lx

L
y

有
効

幅

λ
・L

y

加力方向

 
0.04 0.06 0.08 0.10 0.12

0.04 0.217 0.212 0.212 0.215 0.220
0.06 0.270 0.249 0.243 0.242 0.243
0.08 0.304 0.280 0.271 0.267 0.266
0.10 0.315 0.301 0.294 0.290 0.288
0.12 0.313 0.315 0.313 0.310 0.308

0.04 0.06 0.08 0.10 0.12
0.04 0.429 0.418 0.419 0.425 0.434
0.06 0.531 0.491 0.479 0.476 0.479
0.08 0.597 0.550 0.532 0.525 0.523
0.10 0.616 0.590 0.576 0.568 0.564
0.12 0.612 0.616 0.612 0.606 0.602

0.04 0.06 0.08 0.10 0.12
0.04 0.552 0.538 0.540 0.547 0.558
0.06 0.677 0.628 0.612 0.609 0.612
0.08 0.754 0.698 0.676 0.667 0.664
0.10 0.775 0.744 0.727 0.717 0.712
0.12 0.769 0.733 0.768 0.761 0.756

0.04 0.06 0.08 0.10 0.12
0.04 0.732 0.716 0.717 0.726 0.737
0.06 0.868 0.813 0.796 0.792 0.795
0.08 0.944 0.884 0.860 0.850 0.846
0.10 0.958 0.926 0.908 0.897 0.891
0.12 0.944 0.948 0.942 0.935 0.928
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図－３ 初期剛性の比較  図－４ 曲げひび割れモーメントの比較     図－５ 曲げ強度の比較 
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は菅野式低減率は約 0.5 倍、10 以上では約 0.4 倍で

あった。同図には併せて、各引張鉄筋比（pt=0.5、1.0、

2.0％）における菅野式低減率の計算値を示す。菅野式

低減率はシアスパン比と引張鉄筋比を考慮し求めた。菅

野式低減率とシアスパンの関係は、5.0以下、10.0以上

は一定とし、5～10 の範囲は直線補間とした。また、菅

野式低減率と引張鉄筋比の関係は引張鉄筋比の対数とし

て定めた。これは引張鉄筋比が 0.5～1.0％時の菅野式

低減率の差と 1.0～2.0％時の差が同程度である傾向を

示したためである。式(4)は各引張鉄筋比における計算

値を概ね推定できると考えられる。 

αy =A･(0.043+1.64n･pt+0.043a/Ds)･(d/Ds)2 

----------(4) 

A=0.159･ln（pt）+1.224 （a/Ds≦5) 

A=0.159･ln（pt）+1.134 （a/Ds≧10) 

A=0.159･ln（pt）+1.224-0.018･(a/Ds-5) 

                （5＜a/Ds＜10) 

n：ヤング係数比 

pt：フラットプレート梁の引張鉄筋比 

a/Ds：シアスパン比 

3.6 実験値と計算値の比較 

図－８に試験体N-8、N-9のフラットプレート架構の骨

格曲線の実験値と計算値の比較を示す。併せて図－９に
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図－６ 降伏変形角の実験値と計算値     a)SD345-Fc60の組み合わせ    b)SD490-Fc42の組み合わせ 

(耐震性能評価指針式)の比較        図－７ シアスパン比と菅野式低減率の関係 
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図－８ 骨格曲線の実験値と計算値の比較 
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  図－９ 復元力特性の実験値と計算値の比較 
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代表的な試験体の履歴曲線の実験値と計算値の比較を示

す。履歴曲線のモデル化では、３折れ点の武田モデルで

表した。各折れ点は前項までにより算定し、除荷剛性は

γ＝0.4とした。実験値と計算値は概ね一致し本検証法

にて十分評価できると考えられる。 

 

４．終局強度の設計手法 

 

4.1 設計手法の提案 

フラットプレート構造の終局強度設計ではフラット

プレート梁より柱に伝達される曲げモーメントおよび

せん断力により接合部でパンチング破壊を生じないこ

とを確認する必要がある。具体的には式(5)に示すフ

ラットプレート梁の曲げ耐力に達するメカニズム時

モーメント(Md)に対する柱・フラットプレート梁接合

部周りでスラブがパンチング破壊する時の終局伝達節

点モーメント(Mu)の比(Mu/Md)でいわゆる接合部せん断

余裕度がαo 以上を確保する必要がある。ここでαo は

安全率で1.0以上を示す。 

ここで柱・フラットプレート梁接合部周りでスラブ

がパンチング破壊する時のモーメント(Mu)は式(8)に示

すＲＣ規準 3)によるパンチング相関式を準用し、式(7)

としている。式(7)は式(8)の左辺と右辺が等しいとし

て終局伝達節点モーメント(Mu)について解いたもので

ある。これは、パンチング破壊時の終局伝達節点モー

メント（終局耐力）が終局伝達鉛直力（設計用鉛直

力）に依存することを示している。また、危険断面位

置でのフラットプレート梁の曲げ強度は前章の結果を

基に式(3)による。この時、フラットプレート梁の曲げ

耐力時のモーメントをパンチング破壊時のモーメント

と比較するため節点に置き換える必要がある。 

検定式はＲＣ規準によるパンチング相関式を準用し

た式(5)による。また、長期荷重が大きくなると脆性的

な破壊を生じやすいことを考慮し実験結果および既往

の研究 9)を参考に式(6)においてメカニズム時伝達鉛直

力(Vd)を終局伝達鉛直力（Vo)の 0.3以下としている。 

Mu／Md＞αo             ----------(5) 

Vd／Vo ＜0.3             ----------(6) 

Mu＝Mo･(1－αv･Vd／Vo)             ----------(7) 

αv･Vd/Vo+Mu/Mo＜1.0             ----------(8) 

Mo＝Mf+Ms+Mt                       ----------(9) 

Mu：鉛直力を考慮した終局伝達節点モーメント 

Md：メカニズム時節点モーメント 

Mo：モーメントのみが伝達される時の終局伝達節点

モーメント 

Vd：メカニズム時伝達鉛直力 

Vo：鉛直力のみが伝達される時の終局伝達鉛直力 

αo：梁幅がBc+Dsの時1.0、Bc+2Dcの時1.4 

αv：1.0 ただし上下地震動の影響を考慮する必要

がある場合1.5以上 

Mf：梁の曲げ抵抗によって伝達されるモーメント 

Ms：前後面のせん断力により伝達されるモーメント 

Mt：両側面のねじりにより伝達されるモーメント 

4.2 実験値と計算値の比較 

図－10 に部分架構試験体の接合部せん断余裕度

(Mu/Md)と実験値と計算値の比(Mmax/Md)の関係を既往の

実験 10)～16)も含んで示す。図中×印は、スラブがパンチ

ング破壊した実験データである。本実験で Mmax/Md が

1.0 以上であった試験体に着目すると、フラットプレー

ト梁の幅をBc+Dsとした場合はMu/Mdが 1.0以上であり、
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図－10 Mu/Mdと Mmax/Mdの関係          図－11 フラットプレート梁幅とMu/Md関係 

Mmax/Md については、本実験はいずれも 1.0 以上、既往

の実験：“○”は1.0以上、“□”は1.0以下 

ここで、既往の実験の破壊形式は、文献に記載の荷重変

形関係やひずみデータ等よりスラブの曲げ降伏先行型と

判断している。 

梁幅Bc+2Dc 梁幅Bc+Ds 
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幅をBc+2Dcとした場合はMu/Mdが 1.42以上であった。

しかし既往の研究ではフラットプレート梁の幅を Bc+Ds

以上とした場合、Mu/Md が 1.0～1.4 の範囲において試

験体が曲げ破壊したにもかかわらずMmax/Mdが 1.0を下

回る例がみられた。既往の研究(Mu/Md＞1.0)ではフラッ

トプレート梁幅はBc+Ds～Bc+2Dcであるが、フラットプ

レート梁幅が柱幅に対し大きくなるほど、柱より離れた

梁主筋の応力を接合部に伝達できず、有効に働く梁主筋

の割合が小さくなるためであると考えられる。 

本実験結果では、フラットプレート梁(梁幅 Bc+Ds)が

曲げ破壊し、実験値が曲げ耐力計算値を上回った

(Mmax/Md＞1.0)試験体では、Mu/Md の最小値が 0.99 と

約1.0となっている。そのためフラットプレート梁幅を

Bc+Ds とした場合、Mu/Md は 1.0 以上で評価できると考

えられる。  

フラットプレート梁幅が Bc+2Dc の時、本実験結果で

は Mu/Md の最小値が 1.42 となっている。また、既往の

実験ではMu/Mdが 1.0～1.4の範囲では、Mmax/Mdが 1.0

を下回る結果がみられる。そのため、今回の実験結果を

基にフラットプレート梁の幅を Bc+2Dc とした場合、現

在の知見では Mu/Md は 1.4 以上(αo=1.4)として設計す

ることが望ましいと考えられる。 

フラットプレート梁幅がその間にある場合について、

図－11 に示す。図－11 は図－10 において本実験結果と

既往の実験データのうちMu/Mdが 1.0以上の結果を取り

出したものである。既往の研究で“○”はその内、実験

値が計算値を上回る試験体（Mmax/Md >1.0）、“□”は下

回る試験体を示す。なお、既往の実験ではフラットプ

レート梁幅はBc+Ds以上である。図中にフラットプレー

ト梁幅が Bc+Ds の時αo＝1.0、Bc+2Dc の時αo＝1.4 と

し、その間を直線補間した斜線を併記する。試験体数は

少ないものの設計範囲内では実験値は曲げ耐力計算値を

上回っていることより、その間のαo はフラットプレー

ト梁幅により決めることとした。 

これによりパンチング破壊に対して安全に評価できる

と考えられる。 

 

５．あとがき 

 

フラットプレート構造において実験結果を基に復元力

特性の評価法と終局強度設計手法について提案し、安全

に評価できることを確認した。今後「奥村式フラットプ

レート工法」を積極的に実建物に適用していきたい。 

 

【参考文献】 

1) 岸本 剛、早川邦夫、岡 靖弘、平松一夫、「柱と

スラブからなるフラットプレート架構の構造性能 

その１ 水平加力実験」、奥村組技術研究年報、

No.32、pp.43-48、2006.7 

2) 岸本 剛、早川邦夫、岡 靖弘、平松一夫、「柱と

スラブからなるフラットプレート架構の構造性能 

その２ 各部分架構の水平加力実験」、奥村組技術

研究年報、No.33、pp.95-100、2007.7 

3) 日本建築学会、「鉄筋コンクリート構造計算基準・

同解説」、1999 

4) 日本建築センター、「建築物の構造規定」、1997 

5) 日本建築学会、「鉄筋コンクリート造建物の耐震性

能評価指針（案）・同解説」、2004 

6) Fed Allen、Peter Darvall、「LateralLoad Equivalent 

Frame」、ACI Journal、Vol.74、No.7、pp.294-299、

1977 

7) ｢Frame Analysis of Concrete」、CONCRETE INTER 

-NATIONAL、DECEMBER 1983 

8) 菅野俊介、「鉄筋コンクリート構造物の塑性剛性に

関する研究（その３）」、日本建築学会関東支部研

究発表会、1968.6 

9) ｢ Recommendations for Design of Slab-Column 

Connections in Monolithic Reinforced Concrete 

Structures」、ACI STRUCTURAL JOURNAL、November 

-December 1988 

10) 狩野芳一、吉崎征二、「フラットプレート構造の

柱-スラブ接合部に関する研究 （その１）」、日本

建築学会論文報告集第288号、昭和55年2月 

11) 狩野芳一、吉崎征二、「フラットプレート構造の

柱-スラブ接合部に関する研究 （その２）」、日本

建築学会論文報告集第292号、1980.6 

12) 小坂英之、山田大助、山中久幸、立見英司、平田

祐一、田野健治、「柱とスラブからなるラーメン架

構の水平加力実験 （その１～３）」、日本建築学

会学術講演梗概集、2001.9 

13) 森 浩二、井上重信、中澤敏樹、飛田喜則、「柱と

スラブとの接合部を補強したフラットプレートの

構造性能に関する実験研究 （その１、２）」、日

本建築学会学術講演梗概集、2004.8 

14) 太田義弘、岡本晴彦、山本正幸、室屋哲也、「鉄筋

コンクリート造柱―フラットスラブ接合部のせん

断補強効果に関する研究」、コンクリート工学年次

論文報告集、Vol.21 No.3、1999 

15) 鈴木紀雄、井上貴之、永井 覚、丸田 誠、「鉄筋

コンクリート造柱―フラットスラブ接合部のせん

断補強効果に関する研究」、コンクリート工学年次

論文報告集、Vol.21 No.3、1999 

16) 金 亮基、隅澤文俊、中埜良昭、岡田恒男、「フ

ラットプレート構造の柱-スラブ接合部の靭性に関

する研究」、日本建築学会学術講演梗概集、1995.8 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


